
研修会の様子

ぶどう園地視察の様子

　市内で農業を経営又は農地（市街化区域を除く）を

所有・利用されている方を対象に実施している「今後

の農業経営意向に関する調査」は、法定化された１０

年後の農地利用の姿を描く「目標地図」を定めるため

の大変重要な調査です。調査票が届いた方で、まだ提

出されていない方はご回答をお願いします。

　なお、先に送付された調査票

の記載方法がわからない方や調

査票を紛失した方は下記までご

連絡ください。

■問い合わせ先

農業委員会事務局農地利用促進係☎４０－０４６１

　８月１８日に櫻田宏市

長が市内の２地区（小沢、

薬師堂）の生産者を訪ね、

農福連携によるピーマン

とミニトマトの収穫作業

を視察しました。

　農福連携は、農業分野に

おける新たな働き手の確

保につながるだけでなく、障がい者の就労や生きがいづく

りの場を生み出すことが期待される取り組みです。当市に

おいても、令和元年度から取り組みを開始し、令和５年度

は農業者が農福連携に取り組みやすくすることを目的に

「農福連携新規取組定着促進事業」を実施しています。

　櫻田市長は、「丁寧な作業

状況を確認し、補助労働力

不足の解消にもつながる農

福連携の重要性を改めて認

識した。」と激励しました。

ピーマン畑視察の様子

収穫作業を行う利用者（左）と
櫻田市長

　視察先の法人では、女性活躍支援に取り組む環境づくりを行うとともに、６次産

業化による経営の多角化により通年雇用を実現するなど、農業経営に女性が積極的

に参加している事例や、新規就農に繋がる農業体験（インターンシップ）等の取り

組みが紹介されました。

　参加した委員は、「品目は違うが同じ果樹栽培地域として、研修内容を遊休農地対

策や、担い手の確保と育成等、今後の委員活動に活かしていきたい」と、思いを新

たにしていました。

農業経営意向調査の
回答忘れはありませんか

◆回答方法

　同封の返信用封筒による郵送での回答

地域農業の将来のために、意向調査へのご理解・

ご協力をお願いします。

農福連携に係る農福連携に係る
市長視察を実施しました！市長視察を実施しました！

　市農業委員会では、８月２２日、農業委員会業務の向上を図ることを目的に視

察研修を実施しました。

　視察研修には農業委員・農地利用最適化推進委員１４名が参加し、当市と同じ

果樹産地における新規就農支援と遊休農地対策をテーマに、山梨県甲州市にある

農業法人「有限会社ぶどうばたけ」を視察しました。

農業委員会視察研修＜山梨県甲州市＞農業委員会視察研修＜山梨県甲州市＞
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「つがる」の生育状況を確
認する櫻田市長（右）

視察の様子

有機栽培されたきゅうり
を試食する櫻田市長（右）、
農家の三浦さん

運搬や散布ができる

農業用無人車「ＸＡ

Ｇ　Ｒ１５０」

リモコン小型ハンマ

ーナイフモア「ＳＨ

９５０ＲＣ」

相馬地区の園地

有機栽培の現場で活用さ
れる水田乗用草刈機（上）、
自動抑草ロボット（下）

農 業 ひ ろ さ き（２） ２０２３年（令和５年）１０月１日第２１２号

りんごスマート農業展示会が開催されました！りんごスマート農業展示会が開催されました！

りんご園地でのりんご園地での
市長現地視察市長現地視察

　８月３０日に櫻田市長が市内の４地区（青女子、相馬、

下湯口、石川）のりんご園地で現地督励を行うとともに、

りんごの生育状況を視察しました。今年は一部園地にお

ける春先の凍霜害に加え、腐らん病による被害が例年よ

り多く、また、連日続く猛暑による日焼け被害もあるも

のの、果実肥大は平年を上回っており、生育は全般的に

順調に進んでいるそうです。

　櫻田市長は、「日

焼け被害は各園地で

発生していると伺っ

ている。このような

状況下でも、高品質

なりんご生産に意欲

的に取り組んでいる農家の意思をしっかり受け止め、今

年も国内外での販売促進に力を入れていきたい。」と述べ

ました。

　 櫻 田 市 長 は ８ 月 ２４

日、（株）ミウラファーム

津軽を訪問し、有機栽

培の野菜、水稲のほ場

を視察しました。（株）

ミ ウ ラ フ ァ ー ム 津 軽

は、国の「有機転換推

進事業」を活用し、今

年から新たに化学肥料

や化学農薬を使用しない有機農業に２３種類の野菜と

水稲で取り組んでいます。

　櫻田市長は、「環境に

配慮するということが重

要視されてきている中、

有機農業の取り組みはま

さにＳＤＧｓに資する循環

型の農業だと感じた。今

後少しずつ取り組みを増

やしていきたい。」と述

べました。

「
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　８月１８日、弘前市りんご公園で開催された展示会では、人追従機能を備えた自動走行

ロボットやラジコン草刈機など、りんご

生産現場での活用が期待されるスマート

農機等が出展され、約１６０名が参加し

ました。

　参加者は、新たな技術を実際に見て体

験しながら、りんご生産現場での活用方

法などについて、出展者と意見交換を行

いました。

農地の権利取得に係る面積要件がなくなりました
　農業経営基盤強化促進法等の一部を改正する法律が、令和５年４月１日に施行されました。

　これにより、これまで５０アールであった、農地の権利取得に係る面積要件は廃止されました。なお、農地の効率利用など、

権利取得に関するほかの要件はこれまでと同様です。農地の取得に関しての詳しいことは下記までお問い合わせください。

■問い合わせ先　・農業委員会事務局農地調整係（市役所前川本館３階）☎４０－７１０４

・農業委員会事務局岩木分室（岩木庁舎１階）☎８２－１６２１・農業委員会事務局相馬分室（相馬庁舎１階）☎８４－２１１１

新たに有機農業に取り組む
農業者の市長視察



農地流動化情報は、
市のホームページからも情報提供！

農 業 ひ ろ さ き （３）第２１２号２０２３年（令和５年）１０月１日
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○クマが出没するおそれのある山ぎわ付近での作業時や、

クマの活動時間と重なる早朝や夕方は特に注意する。

○笛を吹いたり、鈴、ラジオなど音が出るものを身につけ

て、存在を知らせる。

○廃棄したりんご・野菜を放置しておくとクマを引き寄せ

る原因となるので、適切に処分する。

○クマは逃げるものを追う習性

　があるため、後ずさりしなが

　ら静かに立ち去る。

○大声を上げたり、攻撃したりしない。

○子グマの近くには親グマがいる場合が多いため、見つけ

ても近寄らない。

○平日日中は、下記問い合わせ先まで

夜間・休日は弘前市役所☎３５−１１１１（代表）までご連絡を。

■問い合わせ先　農村整備課鳥獣対策係（市役所前川本館

　　　　　　　　３階）☎４０－４１５５

◆日　時　１０月１４日（土）午前１０時～午後３時

　　　　　（所要時間１５分程度）

▼場　所　りんご公園（清水富田字寺沢）りんごの家

▼内　容　りんごの花びらを使ってキーホルダー等のア

　　　　　クセサリーの製作を行います。

▼参加料　キーホルダー８００円～

　　　　　※事前予約は不要。

■問い合わせ先　りんご公園　☎３６－７４３９

▼日時　１０月１４日（土）、１５日（日）、

　　　　　　　２８日（土）、２９日（日）

　　　　午前１０時～午後３時

▼場所　りんご公園（清水富田字寺沢）

　　　　屋外エントランス

▼内容　農家さんが旬のりんご等を販売

　　　　するミニマルシェを開催します。

■問い合わせ先　りんご公園　☎３６－７４３９

あっぷるクラブ　PART４あっぷるクラブ　PART４
りんごの花びらでアクセサリー作りに挑戦！りんごの花びらでアクセサリー作りに挑戦！

《《クマの目撃情報が多発する時期です。》》

作業中被害に遭わないために、次のことに注意しましょう。

りんご公園　ミニ産直市りんご公園　ミニ産直市
◆発行日　毎週金曜日

◆購読料　月額７００円（税・送料込）

◆お支払　全国農業会議所による年２回（１月、７月）

　　　　　４，２００円の口座振替

【市ホームページ】

　農業・商工業・観光 ＞ 農業情報 ＞ 農業委員会について

　　＞ 全国農業新聞の購読申込みは農業委員会まで

■購読申込み・問い合わせ先

　地区の農業委員または農業委員会事務局総務係

　（市役所前川本館３階）☎４０－７１０４

　農地や街なかにおいて、カラスによる被

害が深刻となっております。

　カラスは、自然界に食べ物が少なくなる

冬季に多く餓死するといわれています。し

かし、未収穫のまま農作物等を放置するこ

とが、カラスに対しての無自覚な餌付けと

なり、カラスの個体数を減らすことができ

なくなります。

　そこで、カラスの個体数や被害を減少させるため、畑に

放置された規格外の農作物については土中に埋める、木に

残っている果実等は可能な限り残さず処理する、といった

取組について、農業者の皆様のご協力をお願いします。

■問い合わせ先　環境課環境保全係（市役所前川新館２階）

　　　　　　　　☎３６－０６７７

全国農業新聞購読のご案内全国農業新聞購読のご案内

農作物の収穫徹底についてのお願い農作物の収穫徹底についてのお願い
～カラス被害を減少させるために～～カラス被害を減少させるために～

　全国農業新聞は、１週間の農政の動きや、現

場で役立つ栽培技術・流通の情報、魅力的な

農家の取り組みなどを幅広く伝えることを目的

に、地域農業者の代表機関である農業委員会ネ

ットワークが発行する農業専門紙です。ぜひご

購読ください。

　農業委員会では、農地の有効利用と遊休農地解消対策と

して、「農地を貸したい、売りたい」または

「借りたい、買いたい」などの情報を提供し

ています。

　　　農業・商業・観光 ＞ 農業情報 ＞

　　　農地に関すること ＞ 農地流動化情報

【クマを目撃したら】

【クマに遭遇したら】



◆【加入時の必要書類など】

○確定申告書第一表

○青色申告決算書（損益計算書・

　収入金額の内訳）

○事業消費、各品目ごとに作付

　面積、収穫量、雑収入の内訳

　が分かるもの

○畑作物直接支払交付金支払通知

　書（麦・大豆耕作者のみ）

　※上記書類の直近４か年分（４

　年分の申告書類がない方は、あ

　る年数分で結構です）

　青森県農業共済組合ひろさき支所では、令和６年保険期

間分の収入保険の新規加入申請を受付しています。

　受付期間は１２月末までです。

　収入保険は近年多発している大規模自然災害をはじめ

とした様々なリスクから農業経営を守ります。

　お見積りをいたしますのでお気軽にお問い合わせくだ

さい。

■問い合わせ先　青森県農業共済組合

　　　　　　　　ひろさき支所

　　　　　　　　☎２８－５７００

農 業 ひ ろ さ き（４） 第２１２号 ２０２３年（令和５年）１０月１日

収入保険加入申請受付中収入保険加入申請受付中 「「雇用就農資金雇用就農資金」」事業説明会事業説明会

　全国農業会議所では、原則５０歳未満の就農希望者

を新たに雇用し、通年で農業就業又は独立就農に必要

な技術・経営ノウハウ等を習得させるための研修を実

施する農業者等に対して、「雇用就農資金」を交付し

ています。

　１０月２５日から、令和５年度事業の第３回募集が

開始されることに伴い、事業説明会を開催します。

　個別相談も受け付けます。参加希望の方は、下記問

い合わせ先へご連絡ください。

◆対　　　象　「雇用就農資金」の活用を検討している方

◆日　　　時　令和５年１０月２６日（木）

　　　　　　　午後２時００分～

◆場　　　所　弘前市役所岩木庁舎２階　会議室１

◆内　　　容　雇用就農資金の説明など

◆参加申込締切日　令和５年１０月２０日（金）

◆定　　　員　１５名程度

◆参　加　費　無料

　　　　　　　　　　（Webページ）

　　　　　　　　■問い合わせ先

　　　　　　　　農政課担い手育成係（市役所前川本

　　　　　　　　館３階）☎４０－０７６７


